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研究成果の概要（和文）：本研究は1970～80年代ヨーロッパ政治の変化を、歴史研究によって掘り下げ、この時
期の変化が「GAL-TAN軸をめぐる対立の生成」という比較政治学的理解にとどまらないことを示した。環境保護
やフェミニズムのような争点は同時代的には独立しており、それらが政党レヴェルでの対抗軸をなすと考えられ
ていたわけではない。また、これらの争点をめぐる政治的諸勢力の対応の多様性も示された。新たな争点の推進
者である左派陣営だけではなく、右派陣営においてもこの時期は自己の再定位の時期であり、その過程において
現在の急進右翼につながる思潮もうまれはじめていた。政治アクターの対応戦略が争点構造化に重要な意味を持
つのである。

研究成果の概要（英文）：This study investigates the changes in European politics in the 1970s and 
1980s by historical research and shows that the changes during this period are not limited to such 
understantding as the "emergence of conflicts around the GAL-TAN axis", usual in the Comparative 
Politics literature. Issues such as environmental protection and feminism were contemporaneously 
independent, and they were not considered to form the axis of political competition at the party 
system level. The study also showed the diversity of responses of political forces. Not only the 
leftist camps but also the rightist camps were in a period of re-positioning themselves, and in the 
process, a trend that would lead to the radical right today was beginning to emerge. The response 
strategies of the political actors had an important meaning in the structuring of the issues.

研究分野：政治学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ヨーロッパ研究で一般的な「GAL-TAN」軸の生成という理解は、比較政治研究一般に広がっているわけではな
く、日本政治の理解においても一般的ではない。本研究はこの時期の政治変容を文脈化することで、新たな対抗
軸の創出の理解をより精密にすることに寄与した。すなわち、底流となる社会変化や争点の出現は共通であって
も、その政党政治レヴェルの構造化が異なることが、ヨーロッパと他地域の違いをもたらした。新しい争点の政
治的対立軸としての構造化の過程を明らかにすることで、現在のヨーロッパ政治が以前とはどのように異なるの
かが具体的に示されただけではなく、日本とヨーロッパの相違にも示唆を与えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ポピュリズムや立憲主義、さらにはデモクラシーの後退を巡る議論は盛んだが、これらの研究
の背後にある「デモクラシー」概念は、20 世紀のデモクラシーの歴史から見れば、やや粗雑で
ある。「民意の直接的表出としての議会の力を、憲法裁判所や中央銀行、そして多様な国際合意
が拘束する」体制を、それがあたかも無時間的に通用する標準であるかのように扱い、「リベラ
ル・デモクラシー」と呼ばれるがこのような実践が定着するのは早めに見積もっても 1980年代
である。現在、我々が使用する意味でのリベラル・デモクラシーの概念やその背景をなす実践は、
それほど歴史の長いものではないのである。デモクラシーの現状を適切に評価するには、精密な
現状把握が必要である。 

 
２．研究の目的 
そこで、本研究は、現代的な意味でのリベラル・デモクラシーは、いつごろ、どのような文脈
の中で形成され、モデルとして確立されていったのか、という問いに、歴史的研究を通じて答え
るものである。我々は既に共同研究を通じて、1940年代の形成期の戦後デモクラシーが、それ
ほど「リベラル」ではなくむしろ集団主義的であったことを明らかにした。ここでリベラルとは、
マイノリティを含む「個人」の権利擁護を重視し、「個人」としての政治参加を機軸にデモクラ
シーを構成する考え方である。だとするならば、戦後ヨーロッパのどこかのタイミングで、集団
主義的デモクラシーから個人の権利擁護を重視するデモクラシーへの転換があることになる。
この転換のタイミングと具体的な様相、そしてその担い手を明らかにするのが本稿の目的であ
る。 
 
３．研究の方法 
  本研究は政治史的なアプローチを中心とする。各国の一次史料を利用しつつ、政治的言説の変
化を明らかにしていく。特徴的なのは、戦後ヨーロッパ史を、東西の枠をこえて共同研究し、比
較と総合を目指す点である。ドイツ、フランス、イタリア、オランダ、オーストリア、チェコス
ロヴァキア各国の専門家に、ヨーロッパ統合やトランスナショナルなネットワークを専門とす
る研究者が加わっている。 
 
４．研究成果 
(1)歴史的視角の重要性 
  ヨーロッパ研究で一般的な「GAL-TAN」軸の生成という理解は、比較政治研究一般に広がって
いるわけではなく、日本政治の理解においても一般的ではない。本研究はこの時期の政治変容を
文脈化することで、新たな対抗軸の創出の理解をより精密にすることに寄与した。すなわち、底
流となる社会変化や争点の出現は共通であっても、その政党政治レヴェルの構造化が異なるこ
とが、ヨーロッパと他地域の違いをもたらした。新しい争点の政治的対立軸としての構造化の過
程を明らかにすることで、現在のヨーロッパ政治が以前とはどのように異なるのかが具体的に
示されただけではなく、日本とヨーロッパの相違にも示唆を与えている。 
まず、ヨーロッパ規模の比較政治研究における 1970 年代の把握についてのメタ分析において
は、同時代の分析には現在の回顧的な視点よりも多様な視角がみられることが明らかにされた。
特に「世代の変化」といった論点は現在では見失われているものであり、現在の政党政治分析か
ら析出される認識枠組を、安易に過去に投影することが適切でないことを示している。 
 
(2)社会変化への保守・自由主義的対応 
オランダにおける経済専門家と政治過程の関係についての分析においては、政党間の競争が
専門性に基づいたプログラムの鑑定を導く過程が分析され、その過程における経済専門家の役
割と「新自由主義的」枠組の浮上の様相が明らかにされた。ドイツの保守主義に関する事例にお
いては、1970～80 年代のドイツにおける保守運動の再編が検討され、「1968」をキーワードとす
る変化を保守主義側がどのようにとらえたかが明らかにされ、1960 年までの「古い」保守主義
が現代的なものに衣替えしていくとともに、1968 年的なものに対する反動として現在の急進右
翼の思潮につながる流れも同時に生まれたことが明らかにされた。 
 
(3) 「ヨーロッパ」の連関の中での人権と地域主義 
フランスにおける地域主義運動の分析は、バスクを事例としてとりあげ、フランス国内の力学
とスペインとの外交の絡み合いが明らかにされた。地域主義の運動のレパートリー選択、とりわ
け暴力的手段の是非は、運動の内的論理だけではなく、フランス国内の政治状況やスペインの民
主化や政権交代が作用する、複雑な過程であった。ヨーロッパ共同体における「人権」争点に関
する分析では、人権がヨーロッパの共有する規範となるタイミングとその背景が検討された。
1970 年代までは、人権をヨーロッパの共有規範として位置づけることは難しく、ヨーロッパ議



会の言説においては右派が域外の左翼政権を、左派が右翼政権を攻撃する際に用いられるのみ
であった。これが 1980 年代以降変化していくのであり、そのことは「人権」が規範として共有
されていくことの一つの徴表といえるであろう。 
 
(4) 男女平等規範の浮上 
イタリアの事例の分析では、フェミニズムが既存の政治勢力との関係の中で浮上する過程が
検討され、男性が主導権を握る「政治」の世界との関係で、フェミニズム運動がどのように活動
していったかが検討された。ヨーロッパ共同体とドイツにおける男女平等政策についての事例
では、平等をめぐる異なった理解の相互作用が検討された。平等という用語自体は共通している
ものの、当時の ECレヴェルでの立法と、西ドイツ国内の理解には齟齬があり、それが 1990 年代
以降の両者の摩擦を生むのである。これらは、ヨーロッパにおいてもジェンダー平等規範はまだ
生成途上であり、それが定着するのは 1990 年代以降のかなり近い時期にあることを示している。 
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